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有限温度 におけるカイ ラル対称性 の破れ とそのゲー ジ依存性

研究 目的 ・内容

相転移現象 のひとっ と して知 られるカ イラル対称性の破れをDyson-Schwinger方 程式 を解 いて、

分析す る。 そのゲー ジ対称性 は、Point-Vetexの 近似の範囲 において は、保証 され ないが、 ゼ ロ温

度で は対称性 を保証 す るWard-Takahashi恒 等式 が満 たされ る解が求 め られて いる。 しか し、有

限温度では、 そのよ うな解 が求 め られていない。 よ って、 そのよ うな性質 を もっ解 を求 め、 カイ ラ

ル対称性 の温度依 存性 を信 頼で きる形で明 らかにす ることで、相転移 の構造 を定 量的 に も理解で き

るようにす ることが 日的である。

2.研 究方法 ・計算方法

積分方程式で あるDyson-Schwinger方 不【{1式を数値的 に解 き、 分析 す る。 今年度 は数値計算 のバ

ラメー ターによ る人為的な計算誤 差や、 不連続性 を排除 す るため様 々な修 正を施 した。 区分求積法

による積分計算 をす ることによ る結 果の不安定性 が大 きか ったため、分割数 によ る依存、特 異点 の

慎 重な取 り扱 いを行 い、安定 で連続 な結 果が得 られた。 また、積分 範囲を広 げ、解 が収束 する範囲

を求めた。

3.研 究成果

Charge-CvonjugationSymmetryを 満 たす解が求 め られ た ことによ り、1次 の極 を含む波動関

数繰 りこみ定 数が発散な く求 め られ、 数値計算 の結 果が安定 した。 様 々な計算結 果が系統 的な傾 向

を示す ようにな ったため、物理 的な洞察 が得やす くな った。 また、積 分範 囲を拡 大 し数値 計算 の結

果が収 束す ることを確認 した。

4.発 表 ・出版 実績 または予定

未定

一52…


